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中標津JＡ 

11頭の全道共進会出場権
を獲得’
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平成12年度根室ホルスタイン共進会が

天候に恵まれた８月１９日、ホクレン根室

家畜市場で開催されました。

管内全域より131頭の出品があり､乳用

牛の機能・優美'性が競われました。
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平成12年度管内共進会出場牛一覧

111,,V,Hf号
ＵＦ 

Ｆ｣｡ 出，Ｆ１肴１人'1t締果患

佐々木昭雄’1襟１鵬103アースイーストゴールドチャリティー

袖嶋が轍ｉｌ２等ｌ席１１２１ハッピーウードスウィートフ・ログレス

〆尋

302ハッビーランドブロフェスタマットマリーｌ福嶋信柳１２零５１mＩ

久保剛１１弊３席303フラドンエクセルシアモードイーテイー

佐々木昭雄’２梓８席317アースイーストマックスルドルフ

'|]川将２弊４１冊41】ｌセンターリパーピースエンペラースター

５０１１ハッピーランドミラージュローテートキツテｌ抽1M｝橘博ｚ等２席

久保剛２搾３席５１４１エクセルシアティーディーエヌエコー

[ｲﾆ々木昭雄l等１席ジュニアチャンピオン５１７１アースイーストデコールミント

５１８１ハッビーランドレオクリンス 桶岻僧博１群dＭ１ｉ

７０８１ハピイイーストカーネーションリバイタル 桶付穂２等３席

８０２１ビーフーメモリーストーム 笠ゾトー路ｌ等ｌ席インターミディエートリザーブ

111(鴎（i了NＪ２霧５席８１１１ハッピーランドアンソニーミッキースギ

822ハピイイーストイーグルーメルカ 柵付稔２癖２席

906ナショナルレクサスエース 111付噸と１１艀１勝ｌベストアダー

協鴫Aji顕１１嫌4JＩｉｉ１０１４１ラッスドリームエースリンディ

10161ハヒイイーストマラソンベッシーユーキ lViiH稔１２霧５１ﾙﾘ

10221アースイーストアスターネッドゴールド 佐々木昭雄ｌ２等３nili

川村・賊と１２聯４Will１１１１１リパービレッジロックリンマジュニパー

；Iliil1原ｌ]：１２弊２１iPj１１１２１サニーデールドラマチックアスリート

佐々木昭雄ｚ等２席1315アースイーストネッドゴールド

３ 

111,,V,肝iｊ 】写 l]１，W】渚 人'1t結果

103 アースイース ゴールドチャリティー 佐々木昭雄 １標１鵬

112 ハッピーウー スウイートフ』ログレス 橘嶋狩顕 2蝉ｌｊｉＷｒ

302 ハッビーラン ､プロフェスタマットマリー 偏嶋信柳 ２等５席

303 フラドンエ セルシアモードイーテイー 久保剛 １弊３１lｉ１ｊ

317 アースイース マックスルドルフ 佐々木１１N雄 ２弊３席

411 センターリパ ピースエンペラースター '|ﾘ１１９１『 ２弊４１術

501 ハッピーーラン ミラージュローテートキッテ 袖1M）循博 ２笄２席

514 エクセルシア ティー-デイーエヌエコー 久保剛 2等３席

517 アースイース デコール ン卜 佐々木昭雄 l等１席 ジュニアチャンピオン

518 ハッビーーラン ﾚオクリン 鬮編鴫信博 1報４席

708 ハピイイーース カーネーショ リバイタル 編イ 稔 ２等３席

802 ピーーフメモリーストーム 笠) －．路 l等１席 インターミディエートリザーフ．

８１１ ハッピーランドアンソニーー シキースギ 柵Ⅱ (i了博 ２等５席

822 ハピイイーーストイーーグルーメルカ 縞イ 稔 ２霧２席

906 ナショナルレクサスエース j１ｌｉ ｣M[と l艀I聡 ベストアダーー

1014 ラッスドリームエースリンディ 編'j’ ﾉLji顕 1襟４席

1016 ハヒイイーストマラソンベッシーユーキ IViil 砿 ２霧５席

1022 ｱｰｰｽｲｰｰストアスターネッドゴールド 性’ 木昭雄 ２尋３府

1１１１ リパーービレッジロックリンマジュニパー. 川｛ 職と ２蝉４席

1１１２ サニーデールドラマチックアスリート illiilH原ｌ]： ２弊２jPＩ

1315 アースイーストネッドコも-ルド 佐々木11N雄 ｚ等２席
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各地区で開催されました夏祭り・盆踊り大会。皆さん
いろいろと趣向を凝らしたゲームやカラオケ。また、や

ぐら造りから夜店のメニューの下準備など各支部とも

活躍されました。地域の大勢の仲間と一緒に踊って、道

東の短い夏を楽しく堪能された様子を、各支部の青年部
より寄せられましたので紹介致します。
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笑いを誘った
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生菌数の低減

北根室地区農業改良普及センター

(うにに一国(ｕｌｌｐ(二)Ｈ次度ここ
前汚移乳、空搾搾ノト乳の上谷のとｉｉＩｉ
搾染動頭乳気孔乳体腸五llMi・点仁費
Ｉ）さし口房・者器・・つがＬＩミで雌溝
にれ生を・水か具牛乳に細崎、大に
よま`Ｏ細乳・らか床脈大lMi数生の術
るすず繭腺昆のらなへ別には乳注生
朽・るがへ虫汚のどのさ汚特が意的
染次た迦の類染汚の細れ染に細をな
乳のめ過細か染周爾まさ近薗払食
のzlF、し菌ら凶侵すれ要にう砧
除頓生、侵の力、入・るで汚べを
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表１搾乳回数と細菌数

生瞳数／尻‘

偶
－
１
２
３
４

最後係
り乳

搾乳１～
２回目

９－１０ 

回目
１３－１４ 
同巨

５－６ 

回巨

25C 

285 

d3C 

12H 

２１［ １゜940

25,200 

５．４９１ 

７．９４１ 

５５Ｃ 

5,391 

2,096 

1.350 

275 

218 

820 
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参二、

図殺菌処理前
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盤鞄〆》》》瞬瀞、卸．傘

前搾り乳｜後搾り乳｜ライナー｜ズ凡丁 1.000 

Ａ ４７Ｃ nＦ 380POC 6.400.00Ｃ ３．４０［ 40, 

１８ 1,800 32Ｃ 840.00Ｃ 3.200.000 5１８１０ 剛010
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■
■
■
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Ｃ 310000 ZD30C 1.000.ＯＯＣ 1,500,000 9KYO 

lｐ 2,ＯＯＣ ＭＯ 360.000 7.500.00[ 18【OIO
IＯＣ 

BIOも

－３Ⅱ０００3,100-10,000 

戦菌処理前ゆすぎ液の中il園細菌数

図１殺菌処理前の衛生状態と殺菌処理の効果(1989年

11.000-

／､ビ

根釧農試）

Ｒ 4.ＯＯＣ 72［ 18.000.000 8.500.ＯＯＣ 241 

(野附】

６ 
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中標津乳牛改良同志会ちょっとみみより盾報

リン中のまｌＩｉｌ達採フ孫でにをかヌかすイな午てのツた－公
トデでク人雌すでが卵ア娘すよ証らますよタつのい進ト。頭脚表人
力りすす頭の゜も米・ミががリ明新デた存うりて厨ま伝と血も内さ）ｌ

'ij議撚蕊蝋騨$力う

皇力r鞠4J上漕ﾎﾟｷ擬Mii’鯉iii鵬日測」L駿墜藤
;；liii肺鐡蝋鏑轤鏑iili
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種
雄
牛
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成
績
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表
き
れ
る

ン
ホ
ー
ベ
ル
の
血
液
が
流
れ
た
も
の

が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
多
い

の
が
ベ
ル
↓
チ
ー
フ
マ
ー
ク
↓
ブ
ラ

ッ
ク
ス
タ
ー
の
流
れ
で
、
次
の
同
内
外

種
雄
牛
を
凡
て
も
今
や
毛
近
と
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

戸司

ライスクレストエマーソン<父:ベノレエルトン）

ライスクレストマーティ（父:テスク）

イーストビューインフルエンスマティーＧ（父:マスコット）

マラトーンマスコットアディダス（父:マスコット）

ファーニアエルトンアシリー（父:ベノレエルトン）

イーストビューベルーウードブリツ（父:ベルウード）＝新規＝

レキシーレーンＢＷレイザー（父:ベルウード）＝新規＝

7116250 

11H4063 

29H7673 

II3262 

H3333 

H3417 

T9]８８ 

ｽﾉｰｴﾇﾃﾞﾆｾｽﾃﾞﾘｱ血統区

旱スノーエヌドーｲｽ゜デニスＥＩ=〃（ペル） PTAＴＹＰＥ 

＋3.65（２） 

+3.3307） 

+3.09(95） 

+ａ３４０５） 

+３１０(88） 

ｽﾉｰｴﾇﾃﾞﾆｾスデリア９ ａﾄ”（ﾁｰﾌﾏｰｸ） 

旱スノーエヌデリアスダーリンＥＴａｒ自,イ（ﾌﾞﾗﾂｸｽﾀｰ）

旱ﾚｰｶﾞﾝｸﾚｽトヅエドデブラＥＴＥ１<岩9‘（ヅエド）

旱ﾚｰｶﾂｸﾚｽﾄｴﾓﾘｰﾄﾞﾘﾂｻＥＴ妬-86（ｴﾓﾘｰ）

卒ﾚｰｶﾞﾝｸﾚｽﾄﾌﾞﾛｰｶｰﾄﾞﾘｰＥＴａｒ~9／（ﾌﾞﾛｰｶｰ）

９ﾚｰｶﾞﾝｸﾚｽﾄﾍ韓ﾙｳｰﾄﾞﾀ゛ナＥＴレ1【７－苑（ﾍﾟﾙｳｰﾄﾞ）

ｹﾞﾚｰｶﾞﾝｸﾚｽﾄﾏｽｺﾂﾄﾃﾞﾛｰＥＴ（ﾏｽｺｯﾄ）［7H4754］ 

ﾉｰｴﾇﾃﾞﾘｱｽﾃﾞｽﾃｲﾆｰＥＴａｒＬ９／（ﾌﾞﾗｯｸｽﾀｰ） 
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国
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の
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評
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成
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に
つ
い
て
は
家
畜
改
良
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。̄
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ぶﾚｰｶ・ンｸﾚｽﾄｴﾙトンダーハムＥＴ（ペルエルトン）［7H5157］

ﾀﾞﾚｰｶﾞﾝｸﾚｽﾄｴﾙﾄﾝﾀﾞﾝﾃＥＴ（ﾍﾞﾙｴﾙﾄﾝ）【11N4272］
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ぼ
く
は
パ
パ
が
大
好
き
！

が
助
仁
、
シ
』

西
当
幌
地
区
筒
井
辰
也
・
文
代
さ
ん
》
」
夫
選
良
兇
彩
斗
く
ん
（
一
歳
八
ヵ
月
）

Ｆｑｑ 

-－ 

「
■

Ｆ
」

お気に入りのおもちゃでごきげんな彩斗〈人

今
川
の
人
気
勝
は
、
笑
顔
の
か
わ
い
い

労
の
朕
。
閥
叫
帆
地
〆
に
お
化
ま
い
の
筒

井
彩
斗
く
ん
だ
よ
。

彩
斗
く
ん
は
、
ち
ゃ
ん
と
玄
関
ま
で
お

迎
え
に
出
て
来
て
く
れ
た
よ
。
と
っ
て
も

に
っ
こ
り
ご
気
嫌
な
彩
斗
く
ん
で
し
た
。

そ
の
に
っ
こ
り
の
秘
祷
は
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

な
ん
だ
っ
て
。
彩
斗
く
ん
は
Ｃ
Ｍ
が
大
好

き
で
、
Ｃ
Ｍ
が
入
る
と
テ
レ
ビ
の
前
へ
Ｇ

Ｏ
１
と
っ
て
も
集
中
し
て
兄
入
っ
て
る
ん

だ
よ
。マ
マ
の
文
代
さ
ん
は
「
ひ
と
り
で
遊
ん

だ
り
も
す
る
し
、
そ
の
時
も
と
っ
て
も
夢

Ｉ
に
な
っ
て
る
の
よ
」
と
締
し
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
ん
な
、
彩
斗
く
ん
は
、
パ
パ
が

と
っ
て
も
大
好
き
ノ
・
お
も
ち
ゃ
の
鉄
砲
で

あ
そ
ん
で
る
時
も
パ
パ
が
一
緒
だ
と
、
彩

斗
く
ん
は
と
っ
て
も
う
れ
し
く
な
っ
ち
ゃ

￣ 

厄已弍

「9F二 野

,し、、

、
｜
■
 

一

パパの背中、キモチいいな－

う
ん
だ
。
そ
れ
に
パ
ハ
の
背
中
に
乗
っ
た

り
す
る
と
、
も
う
降
り
た
く
な
い
っ
て
ぐ

ら
い
楽
し
い
み
た
い
。
パ
パ
の
背
中
は
、

人
き
く
て
、
気
持
ち
が
い
い
も
ん
ね
。
こ

の
Ⅱ
、
パ
パ
は
、
行
巾
に
采
せ
て
く
れ
た

り
、
逆
立
ち
さ
せ
て
く
れ
た
り
、
い
っ
ぱ

い
遊
ん
で
く
れ
た
よ
。

ち
ょ
っ
と
ず
つ
、
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
彩
叩
く
ん
が
、
初
め
て
覚

え
た
一
両
蕊
も
「
ハ
パ
」
な
ん
だ
っ
て
。
本

当
に
パ
パ
好
き
の
彩
斗
く
ん
で
す
ね
。

彩
斗
く
ん
は
、
岐
近
、
ハ
ッ
チ
の
中
に

い
る
卜
↑
が
、
全
然
怖
く
な
い
ん
だ
っ
て
。

ち
ょ
っ
ぴ
り
た
く
ま
し
く
な
っ
た
彩
斗
く

ん
。
だ
っ
て
、
杉
叩
く
ん
は
も
う
ち
ょ
っ

と
で
お
兄
ち
ゃ
ん
に
な
る
ん
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
や
さ
し
い
お
兄

ち
ゃ
ん
に
な
あ
れ
。

８ 
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・北海道ＪＡ女'性組織リーダー

行って来ました。
職田 純 子

女
性
参
函
の
一
歩
は

家
庭
か
ら
○

円勺一句■
１６■ 

且二

r缶、

●なInijUi散向がまがのの厳手づ
ＴＪｌ）６１Ｗい会け鵬し、′「参年１１１つ符
ＯＡまみ、ろもていた二前１１Ⅱ：'１膿参内
Ｐのしら熟い，ｉｉ９￣、。Ｔは新恭lliil力１１八
の女たれがろしと司午八′|、け制’１』し膿
理性･る入な合いソ）後両端ｉｉｉででて協
解参将る葱いう女よｉ，）|：’１変行いよ
ｂｉＴｍｉ、と」Aま命共’）と農よわなるり
必に熱１１１１のし体同会い賜りりわ行：』
要つ気に’|’たテ参川うを鵬まオＬ４ｉ稲
いあ迦、。Ｉｌ１Ｉｉｉ席店祝｜iii］す、でilil］
てる訳來マ社濡さ茶人・こすで
は締が北で会二に政’ル|上の。、

し必と、のｆｉＩ１１しし派Ｉ)Ｈ今毎
介典いど形ｌｉｌｆｌｌま、jiiiIiMfI芒イ1き
いなうの成｜・さし、１１か地は二
に場場分に入れたｌ１らも鰐人

●● 

へｉｌ；と次
今組だ性
は谷めの
Ⅲｉｌｊｌ￣「１
人も党
の‐と

時ノ『［１
代か立
一らへ
－ｎ 
ｌｌＡｌ力
の本
１１ｌｂ願
代で
へな

い

Ｌ‐－－ 

ワニ口、

すにリii｝か驚海Ｊ１的な
ねし葱つらきｊｉｉＡ－イど
･てｉ識て輪でよ」ｑＨでメア
も改米めすり』|ガ、ｌド
継！'|J〔まよ・多稀ムジパ
統にしうま人、性がイ
はしたとず数参のあス
ノ』て゜いばがノノll2るも
なもう家な、組求愛
’）、脈庭つ農合化け
とソ）で内て葉風_ま
いよ、のい秀は失し
う協北上るｊ１６札た
こ向海ＩＩＴ］のなとで。
と参道参にどよす卿
でＩｌｌｉｉへlIii］は北I）が処

噂

曇鑿,， 鞠
,.~卜M,
け

麹蝋
一割

.．『~T１

F－－－－－ 
分散会では、意見を求められる鴫面も…
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を
災
か
せ
て
下
さ
い
ね
。

Ｆ百

： 
課上！

し法す｛l」他 １㎡ｊ〈 光人』 人す 花丈を利用して立体的に見せる花壇、澤瀬牧場

Ｐｕ■●●●●＄●●■●●●●●●●●｡■■■●●●■●●■■▲■■●■■●こ■缶■■●缶■■●■■■■■臼■曰●■■■ ■｡■￣■凸▲△●■●■■■■。■■■■ﾛ

なをけ１テ膿いしゴ
ベ終ど|Ｈ１やなム参家てたス八
キつもい弊どやりⅡＩＩＬ二.テＪ１
ユた兄た人をうし察’'１１ノトツ
ｌ後らり前兄りたをｌｌｌ１１ｌフⅡ

#は：１，A1iRt畦畦駆'ト
な１１｣ｉし恢態、卜人いてＪイミプア・

饗塲灘,lliii鱗騨
走､１Ｍ｡…川l1iM1･派す』とる、絵
ねるんきパ餌一：リ｜か－

人繍Ｊ紫！;I羅提

よ
そ
の
お
家
の
牛
舎
拝
見
！

三一

に一、

若
手
女
性
農
業
者
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

ＱＬ 綱やかな工爽ZPしている議楯正一牧場のパーラー
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｢農｣と｢共生｣の世紀へ
第２２回

ＪＡ全国大会に向けて

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
『
「
農
」
と
「
共

生
」
の
世
紀
づ
く
り
』
を
今
後
の
基
本

方
針
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

国
民
の
価
値
観
の
変
化
・
多
様
化
の
も

と
で
、
安
全
・
安
心
な
食
料
の
安
定
供

給
や
、
環
境
や
景
観
と
い
っ
た
農
業
・

農
村
の
多
面
的
機
能
に
対
す
る
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
わ
が
国
農
業
の
力

を
最
大
限
に
発
揮
す
る
取
り
組
み
を
す

す
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
に
示
さ
れ
た

食
料
自
給
率
目
標
（
平
成
妃
年
に
妬
％
）

の
達
成
に
向
け
て
生
産
・
消
費
両
面
か

ら
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
①
不
足
す
る
農
産
物

の
生
産
拡
大
②
安
全
・
安
心
な
食
料
の

供
給
、
を
通
じ
て
消
費
者
・
実
需
者
に

信
頼
さ
れ
る
農
産
物
の
安
定
供
給
に
取

り
組
み
ま
す
。

と
り
わ
け
、
消
費
者
と
の
共
生
を
す

す
め
る
た
め
、
「
安
心
シ
ス
テ
ム
（
生
産

過
程
の
開
示
や
品
質
保
証
）
」
や
「
地

産
地
梢
」
等
の
フ
ー
ド
・
フ
ロ
ム
・
Ｊ
Ａ

運
動
や
、
循
環
型
農
業
生
産
等
に
取
り

組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
消
費
者
団
体
等
と
の
連
携

を
強
化
し
、
「
日
本
型
食
生
活
」
を
普
及
・

推
進
し
ま
す
。

■
国
雇
」
の
力
を
発
揮
す
る
地
域

農
業

自
給
率
向
上
を
め
ざ
し
、
農
業
の
持

つ
力
を
最
大
限
発
揮
す
る
た
め
、
Ｊ
Ａ

超＝、

は
地
域
農
業
振
興
の
核
と
し
て
の
役
割

を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
全
国
、
全
Ｊ
Ａ
に
お
い

て
「
地
域
農
業
戦
略
」
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
営
農
セ
ン
タ
ー
を
充
実
・
強

化
し
、
そ
の
実
践
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
地
域
農
業
戦
略
」
に
は
、
自
給
率
向

上
の
た
め
の
生
産
・
販
売
計
阿
を
示
す

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
将
来
を
さ
さ
え

る
担
い
手
と
し
て
大
規
模
農
家
、
農
業

生
産
法
人
、
集
落
営
農
等
を
明
確
に
位

置
づ
け
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
も
と

づ
き
、
担
い
手
育
成
の
た
め
の
支
援
を

強
力
に
す
す
め
ま
す
。

ま
た
、
消
費
者
や
実
需
者
の
ニ
ー
ズ

は
多
様
化
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
販
売
力
の
強
化
が
必

要
で
す
。
そ
こ
で
、
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
生

尻〒話

産
・
販
売
企
画
専
任
者
の
育
成
や
人
的

支
援
を
実
施
す
る
な
ど
、
販
売
力
強
化

に
つ
と
め
ま
す
。

地
方
分
権
が
す
す
む
な
か
で
、
市
町

村
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
農
村

の
総
合
的
土
地
利
用
計
画
の
策
定
を
す

す
め
る
と
と
も
に
、
学
童
農
園
や
市
民

農
園
、
グ
リ
ー
ン
ッ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
を

通
じ
て
「
股
」
と
「
共
生
」
の
地
域
社
会

づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域

農
業
の
振
興
と
と
も
に
、
老
後
を
安
心

し
て
お
く
れ
る
地
域
社
会
づ
く
り
等
、

組
合
員
・
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま

え
た
Ｊ
Ａ
の
総
合
事
業
を
通
じ
て
地
域

へ
の
貢
献
を
果
た
し
ま
す
。

■
「
農
」
と
「
共
生
」
の

地
域
社
会
を

需要に応じた生産’

飯売の徹底
多様な1,蕊弦大

瞳生活指鋼推進

フードワロム・

jA運動担い手を核とした
地域麗業のif襖

廟ごはん｣の推進

消費者団体との週Nｉ
安心システム

農地地蔵資源の有
効活用､環境保全 地産地消

ノ

▼ ▼ 

)(;１１F薑毫塁）Ｉ 
lHHの力を;灘する
地鬮iH鐵輸昭

、＜～_￣

食の元気は．日本の元気未来に銭く大地の恵み

『識ゼニッポコＮＪＡグループ
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｢農｣と｢共生｣の世紀へ
第22回

ＪＡ全国大会に向けて

！Ｌ－，＜、＝'１？］、￣へ'、’，，＞、と，．.．‘，：！、￣，．。．〃］．.Ｌ－．，'、’，，＞１，－…‘、’
､ﾉｰＩ。■〆ﾛＩ｡'ロﾛBノ－０-口､Ｉ.｢~-｡、ノー、I凸P、Ｉ、「､

『□｢LHAヅグルー雲プの経営写事業-.-組織の散鬮､ハYY,_ずいテマ
ミグＩﾁﾞ1--t二､〆『ゴ、--1-,ｸﾞ]"､1〆珀’'/、－-１グー宮』ﾅ、面lザミジ〆Ｌ-.

Ｐ、

開陳
、

、閂

〃Ｉ、

' 

{１ 

P、ノー

-〆、戸星▲、夕 、〆-戸ベグ、〃’、ｒｌ｡ 

Ｊ
Ａ
経
営
は
、
事
業
利
益
段
階
で
、

平
成
元
年
か
ら
平
成
九
年
の
八
年
間
で

約
八
四
％
減
少
と
大
幅
な
落
ち
込
み
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
も
、
各
事
業
と
も
競
争

激
化
の
な
か
で
過
去
に
例
の
な
い
厳
し

い
展
開
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
各
事
業
の

抜
本
的
な
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
．

ま
た
、
Ｊ
Ａ
合
併
や
連
合
会
の
統
合
が

す
す
む
な
か
で
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
明

確
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
．

経
済
事
業
に
つ
い
て
は
、
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
を
ふ
ま
え
、
業
務
・

物
流
改
革
の
断
行
を
最
重
点
課
題
と
し
、

①
消
費
者
や
取
引
先
に
評
価
さ
れ
る
安

全
な
農
畜
産
物
の
提
供
②
売
れ
る
農

畜
産
物
づ
く
り
に
向
け
た
地
域
ご
と
の

生
産
振
興
・
販
売
企
画
の
強
化
③
低

コ
ス
ト
生
産
の
実
現
に
向
け
た
生
産
資

材
コ
ス
ト
の
低
減
の
た
め
の
広
域
集
中

力
式
に
よ
る
業
務
・
物
流
シ
ス
テ
ム

④
多
様
な
販
売
体
制
の
強
化
⑤
経
済

事
業
関
連
施
設
・
店
舗
の
経
営
改
韓
お

よ
び
統
廃
合
に
取
り
組
み
ま
す
。
特
に

Ｊ
Ａ
合
併
・
統
合
の
メ
リ
ッ
ト
を
明
確

に
す
る
た
め
、
業
務
・
物
流
改
革
を
最

重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

信
用
・
共
済
事
業
に
つ
い
て
は
、
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
発
揮
し
て
、

よ
り
良
質
で
利
便
性
の
高
い
金
融
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
体
制
を
早
急
に
整

備
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全

体
で
万
全
の
リ
ス
ク
管
理
体
制
を
椛
築

に。

回
徹
底
し
た
収
益
改
善

こ
う
し
た
覇
業
シ
ス
テ
ム
の
見
祓
し

に
よ
り
、
こ
れ
に
対
応
し
た
①
支
所
・

文
店
・
施
設
・
店
舗
の
機
能
再
編
お
よ

び
統
廃
合
②
要
員
配
置
の
適
正
化
を
重

点
実
施
事
項
と
し
て
、
事
業
管
理
喪
等

コ
ス
ト
の
大
幅
な
削
減
に
取
り
組
み
ま

す
。
そ
の
際
、
目
標
年
度
お
よ
び
目
標

値
の
設
定
に
よ
る
確
実
な
実
施
に
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま

す
。

し
、
組
合
員
・
地
域
住
民
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
、
よ
り
健
全
性
の
高
い
経

営
を
確
保
し
ま
す
。

新
た
な
事
業
と
し
て
Ｊ
Ａ
グ

テコ

④広域集中システム概念図〔生産資材事業〕

図
合
併
Ｊ
Ａ
・
連
合
会
の
機
能
・

体
制
を
確
立

合
併
Ｊ
Ａ
に
ふ
さ
わ
し
い
機
能
・
体

制
を
確
立
し
、
急
激
に
変
化
す
る
時
代

に
対
応
で
き
る
執
行
体
制
と
す
る
に
は
、

ト
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
充
尖
と
経

営
管
理
と
体
制
の
強
化
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
経
営
管
理
委
員
会
の
菰
極
的

な
活
用
な
ど
、
専
門
的
な
業
務
執
行
と

組
合
員
・
地
域
の
意
思
反
映
が
図
れ
る

組
織
の
確
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

全
体
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
や

総
合
資
産
管
理
事
業
等
に
取
り
組
み
ま

す
。

食の元気は、日本の元気未繁に糠く大地の恋み
｡．・・・・撹示連願
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１１３ 

第22回／



｢農｣と｢共生｣の世紀へ
窒亘亘回

ｊＡ全国大会に向けて

､ 

ｌ、

〃

､ 

￣ 

ワ

ヂ

■
■
 

、
０

‘ 

園
女
性
参
画
に
数
値
目
標

と
り
わ
け
、
女
性
に
つ
い
て
は
男
女

共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
制
定
を
う
け
、

各
Ｊ
Ａ
で
正
組
合
員
比
率
や
総
代
比
率

等
数
値
目
標
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
地
域
農
業
の
振
興
と
農
村
活

性
化
の
た
め
に
は
、
地
域
住
民
と
農
業

の
「
共
生
」
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
ま
た
、
地
域
住
民
と
の
連
携
を

促
進
し
、
地
域
に
お
け
る
協
同
組
合
運

動
の
展
開
を
は
か
る
た
め
、
准
組
合
員

の
加
入
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら

に
、
組
合
員
・
地
域
住
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
事
業
運
営
を
は
か
る
た
め
、
担

い
手
や
女
性
、
准
組
合
員
に
つ
い
て
一

定
の
基
準
を
設
け
て
経
営
管
理
委
員
会

や
理
事
会
等
の
参
画
を
す
す
め
る
等
、

意
思
反
映
手
法
の
充
実
を
は
か
り
ま
す
。

回
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
多
様
な
組
織

組
合
員
の
世
代
交
代
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
Ｊ
Ａ
事
業
・
活
動
を
積
極
的
に
利

農
業
協
同
組
合
は
、
株
式
会
社
と
異

な
り
、
組
合
員
・
利
用
者
が
自
ら
事
業
・

活
動
に
参
加
し
た
り
、
運
営
に
参
画
す

る
こ
と
こ
と
が
で
き
る
点
が
特
徴
で
す
。

し
か
し
、
農
業
や
Ｊ
Ａ
事
業
・
活
動
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
担
い
手

や
女
性
は
、
ま
だ
ま
だ
Ｊ
Ａ
運
営
へ
の

参
画
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
担
い
手
や
女
性
の
正
組
合

員
加
入
を
す
す
め
る
と
と
も
に
Ｊ
Ａ
へ

の
参
画
を
促
進
し
ま
す
。

ｆ戸、

用
す
る
世
代
が
減
少
す
る
等
、
組
織
基

盤
が
変
化
し
、
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
が
す

す
ん
で
い
ま
す
。

組
合
員
・
地
域
住
民
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
性

別
や
年
齢
で
組
織
さ
れ
た
層
別
組
織

（
女
性
部
等
）
や
事
業
利
用
組
織
（
年
金

友
の
会
等
）
を
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
き

め
細
か
く
対
応
で
き
、
目
的
に
応
じ
て

多
様
な
領
域
に
対
応
で
き
る
目
的
別
組

織
へ
再
編
し
て
、
活
性
化
を
は
か
る
こ

●層別組織等の目的別組織への再編

澪ｒＬ

女'性部 青年部 年金友の会

尻一二■

ファーマーズ

／ﾏｰｹｯﾄ 
学童農園

、

目的別組織

【ネットワーク化】 助けあい
組織

作目別
組織

料理等／、加工事業－－－趣味

と
で
Ｊ
Ａ
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
し
ま

す
。

園
地
域
の
協
同
組
合
等
と
連
携
も

さ
ら
に
、
今
後
は
、
「
食
」
や
「
環
境
」

な
ど
多
様
な
分
野
で
、
地
域
全
体
で
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
生
協
、
漁
協
、

森
林
組
合
等
の
他
の
協
同
組
合
と
の
連

携
を
一
層
強
め
る
と
と
も
に
、
市
町
村

行
政
や
非
営
利
組
織
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
と
の
連

携
を
強
化
し
ま
す
。

食の元気は、日本の元気未来に続く大地の立品，

『鮒ゼニヅポユＪＡグループ
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凸Sｉ 天
候
に
恵
ま
れ
、
大
勢
の
人
達
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

C 

D 

」
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一切■Ｑ▲

、

＄てのシがご終末れク司達な谷－２まのら）］
二、ｉｉＩｊｌと利了でづてリミでどが｜‐当Ｌ４ｉＬ’１：こう

<』し粥測り滋jil:１Ｍ;蝿M剛蛎嘗L'｜
:鰯轄鉱隣i鱗饗ＩＩＪ
どの゛し誠・のはよのた大服菜忠ｌ１Ｍ－ｌｉｉｉｊツ

澱ii1i蛎繊几幽霊iii艤隣MハルｉＴＷｉｌＬＬ渉１１１－力１１‘_ⅡそＩ、ハイ写釧、」】〃ｈ１ｋ

瓜一

乳製品加工体験
でいす段まクいをス
朧まるとみしりし企今ターニ
リしＪｇおんた，、，,Ｆ１，､，イ学
こた定いながム作しはン期
が.でしで無がるま、クが
リスしかノ」。１１L''Ｍ手しあう胎
まトたつを、ま順たまブま
しラがた合作らを。Ｉ）のっ
たイ天でわるな教,識体乳た
゜ク’'礎すせ噸いえ，,,,『験製ぱ
やに。てがとてをの品か
ス忠体作’''ｉいも梓（,ＭⅡ，り
ぺま験つ米うら及米［の
アオＬ終たまアいセな体八
をず「アしクまンい験）I
HI、後イたシしタアがこ
すポ、ス。デた’イ，ルルト
たウキクン。のス，,１１人
びりツリト途奥クさ，，
にンク’にｉ１ｊＨＬりれ、
、グベム兇、氏，まＪ
みを’は鋒アにムし「
ん行ス、オフイお作たホ
ななを＿れス願り゜ル

ジュニアホルスタインクラブ

〆羽

（ ） 
でん粉市況

共計でん粉フ月末販売状況
111位：1【]/袋（25k度）

,１１３鈴しょでん粉
（産地念波し）

2,250（2,375）-３．１２５（3.125） 

’'5鈴しょでん粉
（火）}(fT波し）

平成11気嵯共計でん粉は７)]末仮配果汁１袋当り、

1,3941リ（前年同期1,2881Ⅲ）となりIiijｲﾄﾞをI弓廻るlルビ

l1li格となっています。

販売状ﾙﾋは、共i:|･数ﾅ1tの64.8黙（｢iijｲ1:li71j9j59､7鱒）

となっています、

2,475（2,575）～3,450（3,450） 

輸入化｣鳥でん粉
（＃〔京倉波し）

Ｌ625 ～Ｌ875 

ゴーンスターチ Ｌ740（1.750）～ 

）はIi1i年IIT]jOl

1５ 

共計でん粉フ月末販売状況 '１１誠

(「

しょでん粉

地ｆＴ渡し） 2,250（2,375）-3,125（3,125） 

,|雛

(〕

しょでん粉

)|(術波し） ,475（2,575）～3.450（3,450） 

輸入化｣鳥でん粉
(束附く倉波し）

,625－］,875 

ゴーンスターチ 1,740（1,750）～ 

でん粉市況nM打：,【,/坊（，Ｒｋ歴）



打
戦
が
爆
発
し
、
初
戦
突
破
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
役
職
員
野
球
大
会

□
Ｒ
Ｐ
Ｉ
娘
Ⅲ

塵§

ゴ．

－－ 

選手宣轡する土井上逓手

俊足をいかし盗塁を成功させた中村逆手

鐸り瀞まジが』１灯光ユ'１チさ八
まＩブリなしヤ好Ａ１(【壜ルリ脆発Ｊ１ユ１オＬ）１根

!i灘ｉ鯉
一寂

一一一岳」

朱繁完投した濱名選手

祭八会はドし」星上わ火が
Ｉ）官し、が、卜がげれ東大八節
気人が－ｍ中Ｙ四つらた－１．会IjvLl
分の四を央ＯＩＩてれイピノＬで十１．
をⅢ「百かｊｌｎＳにい、火条ｌｌ１三UL1
艦民四しりＡはま人人來嫌ｌｌｌｌＪｌ
りがメベをＫ弓し勢全怖し、司
上参１つ純Ｏ背たのは近ま夜な
げ加ト束Ｉ）１頭･兄、くし窄か
ましルｉ)ｑ歩ＬｌＭ物約のたをし
しての対きなり春二ＩＭＩ・姉べ
た行綱抗、ど・か干川るつ
・なを綱十の提ら発敷人里
わ、ワ「ﾊﾟｰﾊﾟ灯歓がで１之祭
れ総きⅡしみノ[了打行１１『（１）
、勢人に|こがちな化一

提灯みこしなどのバレー剛§
祭り気i分jtr盛り上げました。

戸怠

第44回なかしくつ夏祭り

1６ 



第
五
回
理
事
会
の
経
過

七六ｌＬｌｌｑ三一一ハｌ１ＭｌｌＮ
、、に、施、１J.、波、に、決催｜M；
全NMIつ′'二要農ｆｌＦ農貸農つ農議場ｌ１
ｉＷｆＩｌｉりい乳微協業協付協い業事）ﾘ『時
巡焼て桁の有実有辨行て機項
に程却設（施パ業脇械ｖＩｌ１平
対の貯定ル婆イ実鈴施標成
す変蔵にク領プ施し識津十
る史施つクのラ変よ岱町二
liiに設い１段イ領貯付腱年
溢つ衝てう定ンの臆業協八
にい付箙にミ股.務ｉｉ１Ｈ
って脱貸つル定地風会Ｉ
い樫けい力に力程議［１
ての聯て１つ向の室

廃業等い［2識
１１：笈貸て施誰

Ｓ目の組合目誌

第３回営農委員会３日

４日

５日

東電学園酪農実習受入式

第３回生産委員会

農民連盟役員会

第５回理事会

企画会議（係長以上）

農協酷対役員会

１１日

二へハト｜、十ノし八
、経、報て、つ、、協災三－，分、岨、
酪常第告中い六役議施、、スに肉犬平
腱１をｌｌＬ１事１１’て）］貝事ＷＴ、で各チつ牛iWi成
及期次項間木悦項，iiI『ん極１いセてＩ
ぴ計地ｖ地ク察ｖに粉査ルてンん・
ｌＡ１１Ｉｌｉｉ域域ミ研つＴ金．タにイ'二
』|二進農糠力修い場のン｜つ度
２１言捗業直ンにて再備テにい根
産状振接笈つ編入ナ係て室
の況典文紙し、終ＩｌＪのるミ
近に計払とて備込処Ｉｌｉｌ
ｌこつITIii－，１ＦＩ|］対み分定ト
化い攻業ＩＨＩ策仁に壷セ
をてぴに脇』ＩＦっっ藤ン
剛農つ議業いいのタ
る協い（このてて処

１７日

１８日

21日

22日

23日

戸。

東電学園酪農実習受入式

農民連盟役員会

第６回青年部役員会

営農協議

第５回青年部調査広報委員会

畑作役員会

農村議員打合せ

ラボール精算会議

24日

25日

‐卜几八上六五Ｉ１ｑ_
に、励、つ、、い、、、ｆｌ２、た
つｊ対生い平版て抗乳′ｋう平め
いＡ策クて成充薗質ザし残成の
て奥のり｜‐聯性の生余１難
ま笈｜二葉物状産金一本
つ施ム年の質況状の年ｊノ
リに鞭度状残に沢進度針
２つlｆ１Ｉ川況慨つ仁戻′IZに
０いけ途にイネいつに乳つ
Ｏて原】'１つ蚊ていつ版い
０科）東い充てい充て
の乳料て生て共
奥に乳状計
施係’111ルIＬ完
結る格に
采奨につに

「■

〃 に

十
一
月

天
気
は
周
期
的
に
変
化
し
ま
す
が
、

低
気
圧
の
血
過
後
、
冬
哩
の
気
圧
配

続
と
な
る
Ⅱ
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
平

年
と
同
様
、
Ⅲ
木
海
側
で
は
鍵
り
や

酎
の
Ⅱ
が
多
い
見
込
み
で
す
。

二
カ
月
間
降
水
放
は
平
年
並
で
し

よ
、
７
。

十
月天
気
は
周
期
的
に
変
化
す
る
で
し

ょ
う
。
気
温
は
高
く
な
り
ま
す
が
、

低
気
順
の
迦
過
後
、
、
時
的
に
寒
気

が
入
る
で
し
ょ
う
。

可
能
性
の
大
き
な
天
候
見
通
し

九
月天
気
は
周
期
的
に
変
化
し
ま
す
が
、

気
圧
の
弁
や
前
線
の
影
響
で
天
気
の

ぐ
ず
つ
く
時
期
が
あ
る
見
込
み
で
す
。

気
温
は
向
く
な
る
で
し
ょ
う
。

九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
概
要

三
カ
月
平
均
気
温
は
、
平
年
並
か

商
い
可
能
性
が
大
き
く
、
そ
の
確
率

は
と
も
に
四
○
訂
で
す
。

Ｓ
力
目
予
報

型

1７ 
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え
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Ｊ 

懐し雲雀鬘一枚の孚真

二
○
・
些
一
宛 昭和30年代後半頃のサイロの詰み込み作業

長い冬の間の乳牛の越冬飼料の確保のため、

５戸位で共同作業したデントコーンを軽油発

動機でカッター（裁断機）を廻し、長さ１ｃｍ

位に切断してサイロに吹き込み圧縮し、サイ

レージを作りました。

この頃から以前はデントコーンは馬車で運ん

でいましたが、自動車運搬で少し近代化にな

りました。

￣■ 

ｏ
撫
軸
、
丑
諒
轄
耳
礁
齢
藁
國
箇
叩
ｏ
撒
擴
識
陣
梓
回
鶏
注
黛
曰
錦
議
、
婿
‐
佳
芹

。
Ⅲ
中
Ａ
Ｖ
・
召
諦
一
一
、
、
至
丹
防
仙
主
Ａ
Ｖ

写真･文提供房川喜延氏

'nt 

１貝


